
長泉麗峰山の会・山行報告書                  文・山田  写真・後藤 

山行番．  NO.2067 

日 時  2024 年 12 月 30 日（月）晴 

山 域  北八ヶ岳・蓼科山（1531ｍ） 

コース  長泉町 5:30－竜源橋上駐車場出発 9:20－蓼科山山頂 12：30－(途中、昼食 30 分程度) 

竜源橋上駐車場 15:00ー諏訪南 IC(ハルピンラーメン)－下土狩 19:00（反省会） 

標高差  竜源橋上約 1650ｍ～蓼科山 2531ｍ＝約 881ｍ 

難易度  非常に困難  困難  やや困難  レ普通  やや易しい  易しい 

雪質と天気は最高。道中はバタバタだった 
参加者  後藤、山田＝2 名 

 

もともとは 1 泊 2 日の計画で、蓼科山に登った後、双子池ヒュッテに泊り翌日北横岳に

登る予定だった。しかし天候が不安定で、28 日出発が 29 日出発になり、29 日も天気が悪

く、結局 30 日に日帰りで蓼科だけ行くことになった。 

そして今回は納車して間もない私の車で登山口駐車場まで行くことになった。 

                  ■ 

運転者は私。Googleマップを頼りに走行するものの、普段運転していないルートなので、

富士吉田の IC 手前で行き先を間違えてしまった。U ターンして 1 つ手前の忍野 IC まで戻

り、再度 U ターンして、行き先を修正する。予定より 30 分早く出発したのに、30 分ロス

してしまった。 

中央道は順調だったが諏訪南 IC で降りて、スズラン峠に向かうつもりだったが、ここで

も道を間違えて、気づけば麦草峠の方向に向かっていて、結局、蓼科の別荘地帯の道を大

回りしてしまう。ここでも 30 分ほど時間が余分にかかってしまった。 

5 時 30 分に出発したのに、合計約 1 時間ロスしているので、目的の駐車場もほぼ満車。

竜源橋の駐車場を通り越して、スズラン峠に向かい、何か所か駐車場を探す。 

15 台くらい止めている駐車エリアで 1 台程度、止められそうなスペースを見つける。乗

ってきた車が入るかどうかわからない微妙な幅。まだ納車されて 3 日目で自分の車に慣れ

ておらず、見た感覚では駐車できるかどうか判断しづらい。G さんに車を降りて誘導して

もらい、サイドミラーをたたんで、とりあえず頭から突っ込むことを挑戦してみる。ギリ

ギリ入った。よかった。ここが今回の山行で、私の一番のドキドキポイントだった。 

                   ■ 

雪山の装備は久しぶり。車から荷物をおろして用意するが、気温は 0 度前後で、空気が

冷たい。冬靴を履いて、膝までのゲイターをつけている段階で、すでに手が寒さで痛い。

10 月までは、山行は汗だくだったのに、2 か月で気候はこうも変わるのか。 

準備ができたら、蓼科山登山口まで車道を歩いて移動。出発が 9 時 20 分。山頂につくの

は 12 時を過ぎるだろう。登山道を入って雪道で斜度が出てきたところで、アイゼンを装着。

アイゼンをつけると一歩一歩が重い。しかし、アイゼンの爪が雪をグリップしてくれるの

で、推進力は抜群だ。 



 
竜源橋上駐車場（後ろは、北横岳） 

 

アイゼンが雪を咬む音、冷たい空気、体内からの熱気、白く染まった景色と青い空のコ

ントラスト、この雪山の体感がなんとも心地いい。 

歩き出すとスタート時のウェアが暑く感じてきたので、途中でザックを下して、アウタ

ーを脱ぐ。ザックにアウターを仕舞ながら、行動食をとっていると、登山道を急いて下っ

てくる人がいた。「スマホ落ちてませんでしたか？」と声をかけられる。 

聞くと登っている途中にスマホがないことに気づいて、戻っているとのこと。道中では

見かけなかったと伝えると登山口に向かって駆け下りていった。この方とは、その後、道

中でまた会ったので、スマホが見つかったか聞いたら、出発前にトイレでスマホを置き忘

れていて、無事見つかったとのことだった。 

                   ■ 

蓼科山への登山道は、山頂まで分岐がなく、ほぼ一直線。道を間違える心配はいらない。

そして、今年は雪質もいいから、とても歩きやすい。G さんが「去年の将軍平から登った

時は、雪が深すぎて参ったよね」と言ったが、私はその時の山行のことをすっかり忘れて

いた。 

あとから記録を読み返したら昨年の 2 月にＧさんＫさん私の 3 名で蓼科山を登りに来て

いた。その時は竜源橋から将軍平に行き、そこから蓼科山を登る計画だった。マイナール

ート過ぎて、人が雪を踏んだ後が少なく、将軍平から蓼科に向かうルートは、最初のトレ

ースが間違っていた。 



後から来た人が途中で間違いに気づいて、そこからいろんなトレースを作り出して、皆

が迷子状態になっており、正しいルートはラッセルしないと進めず、結局、途中撤退した

という山行だった。 

G さんが「今回の雪量だと、当初計画していた蓼科山から双子池ヒュッテまでのルート

は、行く人が少ないので、蓼科山からのルートは、おそらくラッセルで、G さんと私の 2

人だけではたどり着けなかっただろう」という見立ても、昨年の将軍平の経験を重ねると、

納得できるものだった。 

 

 
新雪・ダケカンバ・蒼穹 

 

とにかくまっすぐ登り続け、どんどん標高をあげていく。G さんに「先に行っていいよ」

と言われたが、2000 メートル過ぎてからは、息が上がって、思うようにスピードが出ない。

体力があっても、呼吸が追いつかない。これは去年も経験済みなので、焦らず、いけるペ

ースで進むことにした。 

 風が強く寒いのでヤッケを羽織っていると、G さんが追い付き、ここから二人で山頂を

目指した。森林限界を突破して、岩場の山頂付近を登り切って登頂。12 時 30 分で、約 3

時間 15 分。ほぼ標準タイムだった。 

山頂からの八ヶ岳の眺望は素晴らしく、ここでしばらく景色を楽しみたいところであっ

たが、とにかく風が強く、気温も氷点下で寒いため、すぐに下山。お昼は少し下って風が

弱いところで食べることにする。 



 
山頂の Y 

 

南八ッ遠望 



しかし、山頂から下山中に右足のアイゼンが外れてしまった。つけなおそうとするが、

風が強くて、寒いので、アイゼンがなかなか靴にフィットせず、装着できない。 

昨年も雪山の強風の中、コンビニのいなりずしがプラスティックトレイから手でうまく

取り出せなくて、トレイごといなりずしを食べてしまった。 

自分で自分に冷静になるように言い聞かせるが、冷静に普段通りにやっているつもりで

も、環境が厳しいと当たり前のことができなくなる。何度、トライしても靴にアイゼンが

はまらないので、結局、右足のアイゼンは手でもって、強風でない場所まで下山すること

にした。 

片足だけのアイゼンで雪の岩場なので、慎重に降りる。岩場をすぎて、風がよけられる

ところまできて、一息入れてから、アイゼン装着を試みたら、すんなり靴にはまった。 

結果的にアイゼンが履けたからよかったが、片足のアイゼンが、下山時に外れることは、

これまでも数回あった。原因としてアイゼン装着時のストラップの締め上げが弱いのかも

しれない。最初はきつく締め上げるが徐々に緩んでくることはあるので、少なくとも登頂

後、下山に向かう際には、再度しっかりストラップが固定されていることを確認するよう

にしたい。 

 

 
山頂                  蓼科山頂ヒュッテ 

 

下りの 1 本道は、ただひたすら下るだけ。雪がいい塩梅に道をなだらかにしてくれてい

るので、早く降りることができ、駐車場には 15 時前に到着。しかし、その時にはすでに車

は我々の車以外ほぼ停まっていない状況だった。 

いろいろトラブルがあったが、天気も、景色も、雪質もよくて、いい山行だった。帰り

は昨年の蓼科山将軍平ルートの帰りにも寄った諏訪南 IC の「ハルピンラーメン」で腹を満

たす。 

この店は現金のみで、財布を探すが、どうにも財布が見つからない。車に持ち込んだつ

もりなのに、どこにいったかと探し回って、見つからなかったが、帰る間際に、自分の車

の運転席の袖のボックスに入っているのを見つけた。自分で入れておきながら、自分で焦

って探して、自作自演の捕物帳だった。今回は朝から晩まで、G さんには迷惑をかけてし

まった。 

とにもかくにも 2024 年の山行はこれで終わり。夏は休んだが、それ以外は無事、ケガ無



くなんとか楽しめた。2025 年も大いに山を楽しみたい。 

 

 
 

 

登山口で会った大阪の女子 2 名。その日、大阪まで帰着といった。 

 


